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玉野市 1.遺跡名・所在地

• 早崎水中遺跡

• 香川県直島町寺島早崎

• 寺島北西の岬に設置された讃岐
寺島灯台のある岬（早崎）の西岸側
水中。

図1. 香川県遺跡
地図より
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過去に採集された早崎水中遺跡出土陶磁器は、 12～13世紀の所産が多い。右に示した磁器2
点は18世紀代の所産と推定される。提供頂いた資料は海の中に長くおかれていたため、フジツ
ボ等の海棲生物が付着していた一方、完形品も複数みられ、特に青磁・白磁の器面は経年変
化が少ない、良好な保存状況でした。
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6. 従来採集された資料の再調査
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中国福建省同安窯系 青磁（皿Ⅲ類）
底部に墨で「十」字が記されている。

博多遺跡での類例では「十」がみられるほかに、「十一」
「百」「千」の場合も知られ、青磁の個数を示す可能性
がある。ただし、博多遺跡では綱首（博多在住の宗出
身の商人）等の名を記す場合もあると考えられている。

蛇の目状の釉の剥取

同安窯系青磁（皿Ⅲ類） 中国南方系白磁椀Ⅷ類 椀Ⅳ類
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早崎水中遺跡

龍泉窯

同安窯

早崎水中遺跡から出土したやきものの窯の
系統が特定されているのは同安窯系青磁・龍
泉窯系青磁や閩江（みんせい）流域産（閩清
（義）（びんせい（ぎ））窯産）白磁です。

景徳鎮

中国福建省同安窯系 青磁

閩清窯

博多

明州（寧波）

中国閩江流域産白磁
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図 3 過去に採集され
た8世紀後半～9世紀後
半の木材（スギ）が利
用された刀の鞘
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図 水中ドローンに
よる沈没船の可能性
のある構造物の写真
（芹澤慶行2023年12
月28日撮影）

図 早崎水中遺跡第1次調査参加者
集合写真（2023年12月28日撮影）

図 早崎水中遺跡第1次調査風景
水中ドローンによる海底調査（2023年12月28日撮影）
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図 2潜水調査によって確認されたやきもの
（山本俊政撮影）

図 早崎水中遺跡第2次調査参加者
集合写真（2024年5月31日撮影）

図 早崎水中遺跡第2次調査風景
（2024年5月31日撮影）

図 早崎水中遺跡第2次調査ソナースキャン作業風景
（2024年5月31日撮影）
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図 沈没船の甲板と考えられる構造物
（山本撮影2024年5月31日）

図 ダイビングの準備風景
（2024年5月31日）

図 舳先から撮影した船体
（山本撮影2024年5月31日） ９



木質の同定と遺物の蛍光X線分析は、奈良
教育大学金原正明氏、文化財科学研究所
金原美奈子氏・裕美子氏による。
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No. 分類 層位 地区 所属時代・時期 備考

1 土師質皿 海底表面 C3区 器形等より12世紀前後と推定
2 木質① 海底表面 C3区 不明 ※材質：スギ
3 木質② 海底表面 C3区 17世紀後半と18世紀後半を主とする時

代と推定された
※材質：マツ

4 木質③ 海底表面 C3区 不明 ※材質：スギ
5 不明鉄製

品
海底表面 C3区 不明 ※蛍光X線分析装置に

より同定

※木質の同定と遺物の蛍光X線分析は、奈良教育大学金原正明氏、文化財科学研究所金原美奈子氏・裕美子氏に
よる。

表 採集資料属性表
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放射性炭素年
代測定結果-1
刀の鞘
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放射性炭素年代
測定結果-2
木質②
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